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経済学研究 35-1 
北海道大学 1985.6 

南京政権の鉄道建設と対外関係(下)

一一号漢鉄道への日本の対応を中心に一一

萩原 充
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(1) 建設の目的

まず，塁手漢鉄道全通に託された目的につい

て，当時の政治的，経済的状況をふまえながら

11慎に考察していこう。

第一に，同道鉄の建設が，政府の「安内撰外」

政策の具体策として， 圏内統一と失権回復の

達成と L、う政治的目的を有していたことであ

る101)。

南京政権の支配は，北伐完了以後において

も，長江下流の数省にしか及ばず，各地には地

方権力が根強く存在していた10九 とりわけ江

西省を地盤とする紅軍(共産党軍)のソヴィエ

ト区は，瑞金に中華ソヴヰエト区臨時政府が樹

101) r安内嬢外(まず内を安んじて， しかるのち外を
嬢う)J政策は， 他面では内戦遂行と対日妥協を

正当化する手段とされた。

102)前述の政治分会の設置(注51)参照)により旧軍
閥勢力が温存されたほか，四川省，雲南省， 貴州

省では軍閥割拠の状態が維持された。一方， 国共

分裂以後，共産党は「ソヴィエト権力の樹立」の

方針のもとに紅箪を結成し， 農村ソヴィエトの建

設を進めていた。

立された1931年には， 1000万以上の人口を擁す

る規模に達していた10九 他方，広東省および

広西省(あわせて両広と総称)には，胡漢民，

陳済栄，白崇稽，李宗仁らの勢力(彼らを西南

派と総称)が割拠し1叫，南京政権に対抗する必

要上，日本に接近する動きを示すかたわら 105)訊

独自の省内建設計画を立案し 106) ， 1935年の幣

103) 宇野重昭『中国共産党史序説~， (日本放送出版協
会， 1973年)，上， 126頁。

104) 1931年，胡漢民，陳済栄，李宗仁らが注兆銘， 孫
科とともに反蒋同盟を結成し， これを基礎に広東

国民政府を組織して以来， 蒋介石との妥協成主以

後も広州に西南政務委員会が設置され， 同地区の

半独立状態が維持されてきた。

105)広東国民政府成立の際に， 外交部長陳友仁は，当
時広東駐在総領事代理であった須磨鞠吉郎に対

し， 反蒋運動に対する援助を要求したほか，幣原

外務大臣に対し満蒙問題で譲歩する交渉条件とし

て武器の供給を要請している(呉相淵編著『第二

次中日戦争史~， 上， 総合月刊社， 1973年， 259 
頁〉。 こうした対日接近の背景には孫文の「大ア

ジア主義jの影響があったといわれる (池田誠前

掲書， 307頁)。 日本側も同地区を反蒋勢力の拠点
として重視し， 1935年には関東軍の土肥原特務機
関部長が広東の胡漢民を訪問し， 日本が資金およ

び武器を供給するのとひきかえに共同防共を提案
している (呉相湘前掲書， 263頁~264頁〉。 しか

し先の「大アジア主義」に関していえば，胡漢

民は土肥原に対し，孫文の「大アジア主義」を真

の王道主義と認める一方， 日本のそれはアジアに

おけるモンロー主義であると批判し， 無原則な日
中提携の立場には立っていない(藤井昇三『孫文

の研究ーとくに民族主義理論の発展を中心として

ー~，動草書房， 1966年、 273頁〉。
106)広西省では「三自政策J(自衛， 自治， 自給)に
基づく「広西建設綱領Jによって省内の建設にあ
たる一方， 広東省も「実業建設3ヶ年計画」によ

り省営工場の建設に努めた。
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制改革の際にも，回収した現銀を中央に送付せ

ず，省立銀行券を「法貨」として流通させるな

ど独自の経済圏形成に努めていた。蒋介石はソ

ヴィエト区に対しては数回にわたり「曲論J(包

囲討伐)をおこなう一方，重点的に江西省の道

路建設ならびに政治工作を進め， ソヴィエト区

に対する包囲網を形成しつつあったが，喜善漢鉄

道建設はこの「囲剃」のための軍事輸送がその

目的の一端でもあった。また，華南と華中を結

ぶ同鉄道が，両広に対して中央の政治的影響力

を強める役割を担っていたことも無視できな

し、。

他方，失権回復の前提としての国防に関して

は，同鉄道の南北縦貫線としての性格が重視さ

れている。当時，華中と華北のあいだは2本の

鉄道(平漢鉄道，津浦鉄道)および大運河によ

って結ぼれているのに対し，華中と華南のあい

だには沿岸航路の他には交通手段が存在せず，

万一， 日本との戦争の際に台湾海峡が封鎖され

た場合，両地区の連絡は切断されるという危倶

が当時において持たれていたのである 107)。 さ

らに，日本は香港の存在により広州一帯だけは

海上封鎖をなし得ず，それゆえ長期抗戦の際に

はことが海外からの唯一の物資補給基地になる

との読みがあった108)。 したがって， 日本の華

北に対する軍事行動が進むにつれ，悪漢鉄道の

全通は政府当局者にとって急務の課題とされた

のである 109)。

第二に，経済的目的に関しては，広東省なら

びに湖北省においては，鉄道全通により自省の

生産物の販路の拡大が望まれているのに対し，

新規開通部分の大半を占めlる湖南省の場合，そ

107) 1934年 3 月 17日付『武漢日報~ (当地国民党機関
誌)社説， (外務省記録， F. 1. 9. 2. 3)。

108)向上。

109)凌鴻勤「悼念顧孟絵先生一並述専漢鉄路之一段
故事j(W伝記文学j]21巻2期， 1972年)， 27頁。

なお，顧孟富告は専漢鉄道建設時期の鉄道部長。

110)馬寅初「塁手漢鉄路完成与中国経済之発展j(W号漢

鉄路株音百段通草紀念干日j]， 1936年， 復刻， 伝記文
学出版社， 1971年，所収)， 159頁。

れに加えて沿線の資源開発に期待が示されてい

る。たとえば，湖北省の棉花集産地である武漢

は，在華紡の進出，糞東密輸等の影響により生

産が減少していた華北(主に天津，表10参照)

にかわって中国の綿工業の中心となることに望

みを託し 110う また世界恐慌の影響をうけ苦況

に陥っていた広東の製糸業も，脹路の拡大に復

興の期待を抱いていた111)。 他方，中国有数の

米穀生産地である湖南省において 1叫， たとえ

ば南に隣接する広東省に米穀を輸出する際に

は，直通の交通機関の欠如により，まず湘江を

北上して長江を下り，さらに上海から海路で広

東に運搬するとし、う経路をとるため，運賃が米

価に加算されて割高となり，広東に安価な輸入

米が流入する反面113) 湖南省では余剰米が存

在するという状態が続いていた114)。それゆえ，

専漢鉄道の全通により湖南米が直接広東省に運

搬されるならば，食糧輸入の抑制と湖南省の農

業発展の双方が可能となるのであった。同様

に，湖南省を中心とする内陸諸省は，戦略物資

であるタングステン， アンチモニー， マンガ

ン，亜鉛等の埋蔵が豊富であるにもかかわら

ず115う 輸送手段の不備のため十分に採掘され

111)広東産の生糸は中級品以下が多く， また広東省内

では温暖な気候のため絹織物が愛好された。
112)生産量は中国全体の約13% (1931年 ~1934 年平
均)であり， 広東省，四川省に次ぎ第3位を占め
る(W中国年鑑j]， 上海日報社，民国25年版， 259頁
~260頁〉。

113)とりわけ世界恐慌期には， インドネシアおよびマ

レーシアが輸出不振のゴム， さとうきびから米穀

へ作付転換をおこない， また日本が米穀の自給政

策を進めたため， タイ米， ピルマ米の中国に対す

る輸出圧力は強まっていた(陳伯荘「号漢鉄路通

車後湘米鎖専的希望j，W号漢鉄路株詔段通車紀念
刊j]，所収， 120頁~128頁〉。

114)広東省では毎年約600万トンの米穀を輸入するの
に対し，湖南省では豊作の年には400万トン前後

の余剰米が出たという(筒笠策編前掲書， 62頁〕。
115)中国は世界のタングステンの約半分， アンチモニ

ーの約8割を生産するが， タγグステンの大部分
は江西省，広東省， アンチモニーのほとんどが湖
南省で採掘される。 さらに湖南省は，中国の亜鉛
生産の100%，マンガン鉱の日%を生産する (W最
新支那年鑑j]， 東亜同文会， 昭和10年版， 1204頁
~1208頁〕。
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表6 J，l事漢両段の営業収支動向(単位:元，営業係数=営業支出/営業収入x100)

枠目 号日 段 専漢南段

¥ 1キロ当平12キロ収当平Ilキロ当 1営業係数均旅客収入均貨物 入平均純益
1キロ当平11キロ当平Ilキロ当 1営業係数
均旅客収入均貨物収入平均純益

1927 1，148 1，535 ム2，207 176.0 ......... -・・・・・... ......... ......... 

1928 2，297 2，576 ム 751 114.6 .....・... -・・...... ......... ......... 

1929 3，256 3，034 18 99.7 -・・・・・... -・・...... -・・・・・・・ ......... 

1930 2，641 1，831 ム1，483 131.1 ......... -・・...... ......... ......... 

1931 3，026 2，267 ム 817 114.4 ..・...... -・・・・・... -・・...... ......... 

1932 2，680 3，484 ム 528 108.1 9，745 8，118 3，581 78.9 

1933 2，555 3，049 ム1，323 122.7 8，972 8，359 4，387 75.7 

1933年度 2，532 3，353 ム 455 107.3 8，704 8，258 4，000 77.5 

1934年度 2，575 4，350 962 86.7 8，133 7，601 3，817 76.8 

1935年度 2，635 3.555 ム 145 102.2 7，040 6，120 2，459 82，4 

資料) 満鉄調査部『支那交通統計集成(鉄道編H 19頁~33頁。

注1) ムは欠損を示す。

2) ………は統計に記載されていないことを示す。
3 ) 1933-1935年度は同年7月より翌年6月までをあらわす。

ず， 国際価格に比べて割高となっていた。ま

た，工業化を進めていた広東省がその原料であ

る石炭を開糠炭および日本炭に依存しながら，

湖南省の石炭は民家の燃料等の地方的需要を満

たずにすぎない現状、であり，土法採掘を主とす

る湘江流域の鉄鉱石も，満州事変による束三省

喪失以後はその重要性を増しており 116う これ

らの資源開発には鉄道建設が不可欠であったの

である。そして，以上のような経済的効果によ

り，武漢および広州が重要市場として発展する

反面，上海は衰退することが予想され，この変

化が外国勢力の後退と中国経済の自立的発展の

第一歩とおることに強い期待が持たれていたの

である 117)。

最後に，鉄道経営自体の要請もまた無視でき

ない。表6の湘都段および専漢南段(広部段)

の収支状況をみる限り，両段ともに経営不振は

否めなく， とりわけ湘都段は連年にわたり欠損

を続けているが，その最大の理由は水運との競

争によるものである。湘都段は長江に注ぐ湘江

116).馬寅初前掲論文， 167頁~168頁。
117) ["専漢線の開通と中国国民経済建設J(W満鉄調査
月報J]16巻12号， 1936年.， 22泡頁)。同論文は， 津
浦鉄道日刊に発表された中国語論文の翻訳である。

と，専漢南段は南海に注ぐ北江とそれぞれ路線

が並行し，そのため従来より減水期の冬期間に

貨物輸送が集中し，鉄道経営が維持されてきた

が. 1933年ごろから農村不況の影響により，冬

期間の輸送が他の期間よりもむしろ減少する傾

向が生じたという 118)。 表7にみるように，両

段ともに年々，農産物および工業製品の輸送が

減少を続けている。これに反し，鉱産品輸送は

増加傾向にあるが，喜善漢南段における1934年の

飛躍的な伸びは，部楽段の開通によるものと思

われる11% 結局，鉄道経営の維持のためには，

118) 1934年3月2日付在長沙領事発外務大臣宛第46号

普通電「湘郭鉄路局長ノ長選ト最近営業状況ニ関
スル件J(外務省記録 F.1. 9. 2. 3)。号漢南段も
広東塩に対する重税賦課および広東省界での紅寧

の活動により農産物輸送に支障をきたしていた
(1934年6月27日付在広東総領事発外務大臣宛第
355号公電「事漢鉄道南段ノ工事及運輸状況ニ関
シ報告ノ件J(外務省記録 F.1. 9. 2. 3)。

119) ["本線(部楽段一筆者) ノ開通ニヨリ最モ使利ヲ
得タノレノ、坪石地方ーナ帯ニ於ケル国産石炭ノ産出ニ

シテ抗日運動ト相侠チ本年三月以来約五万五千噸
ヲ運出シ広東市場ニ供給セリJ(1933年11月27日
付台湾総督府警務局長発警高申第24131号「辱漢
鉄道完成計画ノ進行状況ニ関スノレ件J，外務省記
録 F.1. 9. 2. 3)。
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表7 号漢両段の品目別貨物輸送状況 〈単位:万トンキロ)

¥ 鉱産品 iJ% ||;畜農林産牧品 i% 1工製 業品 i% 1その他! % 11 
計 i 9五

湘 都段

1931 14153: 22.1 21390 1 33.5 13737 1 21.5 14620 1 22.9 63901 1100.。
1932 35715: 31.7 26024: 23.1 21335 1 18.9 29605: 26.3 112679 1 100.0 

1933 39692: 39.4 18374 1 18.2 19085: 19.0 23540 1 23.4 100691 1 100.0 

1934 68787: 47.8 21619: 15.0 15563 1 10.8 38070: 26.4 144039 1100.0 

1934年度 75271: 39.6 20917 1 11.0 13900 1 7.3 79972 1 42.1 190060 : 100.0 

1935年度 70843 1 48.9 16037: 11.1 12595! 8.7 45510: 31.4 144986 1100.0 

¥¥J E事漢南段

1931 6669 1 9.41 33758 1 47.81 26054: 36.91 4191 i 5.911 70671! 100.0 

1932 23680: 30.71 27115: 35.21 20890! 27.11 5325 1 6.911 77009 i 100.0 
1933 22457! 27.01 20764 1 25.01 16458 1 19.81 23396 1 28.211 83076 1 100.0 

1934 36001! 38.41 15392: 16.41 14775 1 15.71 27657 1 29.511 93825 [100.0 

1934年度 35046! 39.51 9612 1 10.81 12729 1 14.31 31413 1 35.411 88799 ;100.0 

1935年度 40119! 49.61 7171 l 8.91 13557 l 16.81 19997 [ 24.711 80844 [100.0 
資料) 満鉄調査部『支那交通統計集成(鉄道編)~ 192頁~199頁より作成。

注) その他は，政府用品，鉄道材料からなる。

路線延長により近隣の資源開発に努め，さらに

全線開通により，長江流域の各省との交易関係

の拡大を図っていくことに活力を求めざるを得

なかったと思われる。

(2) 外国の評価

次に，英米と日本の喜善漢鉄道に対する評価の

差異について，当時の雑誌の論調を中心に探っ

ていこう。

まず，上海発行のアメリカ系雑誌において

は，同鉄道の建設がイギリスの対中国貿易なら

びに投資の増大に寄与する点を強調している。

つまり，鉄道建設が外国の資本材に対する需要

をもたらし，イギリス企業にとって中国が重要

な輸出市場となるとみなす一方mJ， イギリス

資本によ7り建設が予定されていた広東の製鉄所

がその原料輸送を零漢鉄道に依存していること

をあげ，イギリスが大規模な投資計画を進めて

120) C. A. Middleton Smith，“The Canton-Hankow 
Rai1way and the Development of China "， The 
Far Eastern R'eview， Vo1. 32， No. 11， 1936， 
p.496. 

いた広東省、の工業化が，同鉄道によりさらに進

展することに大きな関心が寄せられていた121)。

また広九鉄道局長であるイギリス人のワルカー

(R. P. Walker)氏もその講演のなかで， 開通

後の沿線開発に伴い奥地から港湾向けの物資が

増大する見返りに，必ず奥地向けの物資が増大

すると述べ，対中国輸出の増加に期待を示して

いる 122)。

これに加えて関心の的となっているのは香港

の地位の強化である。前述のようにイギリスは

かねてより広九鉄道と写漢鉄道の接続を図って

おり，そのための工作は1930年以降も続けられ

ている。 1933年には， ランプソン駐華イギリス

公使が，抗日の風潮を利用し， 5000万ドルの謝

礼とひきかえに両鉄道の接続を要求したのをは

じめ123〉，翌年には広九鉄道収入の分配率改訂問

121)“Canton-Honkow Rai1way， Greatest Nation-
alist Accomplishment， Precipitates New 
Problems "， The China Weekly Review. Vo1. 
76， No. 12， 1936， p. 413. 

122)前掲「専漢線の開通と中国国民経済建設J，227頁。
123) 1933年1月20日付広東和知少佐発参謀次長宛第38
号電(外務省記録 F.1. 9. 2. 23， W広九鉄道関係一
件』所収〕。
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題での譲歩と交換に接続を求めている 124)。 こ

の接続は香港と広東省の関係強化が第ーの目的

であったが， さらに里子漢鉄道の全通により香港

がシベリア鉄道を経由してドーパー海峡に面す

るカレーと接続される意義もまた重視されてい

た山〉。 もっとも， この陸路の果たす役割につ

いて，たとえば有事の際の満鉄およびシベリア

鉄道との接続が可能であJるかについては疑問が

残るが，少なくともイギリスにとっては，アジ

ア支配の拠点をヨーロッパに接近させることの

精神的意義は大きいと考えられる。

これに対し， 日本側の雑誌には明らかに等漢

鉄道に対する警戒心がみられる。それは，イギ

リスが同鉄道により貿易の発展を図仇また華

南を中心に投資を増大させることにより，中国

に以前にも増して有利な地歩を築くことへの懸

念である。貿易に関しては，沿線各省、の購買力

の増大が日本の輸出増加につながるとの見方が

一部にあるものの 126J， 専漢鉄道用材料ととも

に多量のイギリス商品が密輸入されているとみ

なし127) 沿線にイギリス商品が流入すること

により， 日本の輸出市場がさらに狭まる結果に

なるという見解が主流を占めている。投資につ

いても，たとえば華南において鉄道敷設または

鉱山採掘を計画する場合には，必ずイギリヌ資

本によることを等漢鉄道借款供与の際に認めさ

せ1叫， また専漢，広九両鉄道接続の代償とし

124)1934年7月24日付南京総領事発外務大臣宛第824
号電(外務省記録 F.1. 9. 2. 23)。なお広九鉄道

収入の分配率改訂問題とは以下のことをさす。広

九鉄道は中国と呑港の両地域にまたがる路線のた

め， 収入は従来より中国側65%，呑湾1JIU35%の割

合で配分されてきたが， 中国側が全体の2割の距
離にすぎない香港領域路線の配分率の高さに抗議

し両国間で交渉が続けられてきた。結局，中国

側，香港側がそれぞれ72%，28%の割合で妥協し，
協定が改訂された。

125) Smith，。ρ.cit.， p. 496. 
126) r専漢鉄道株部段の工事進捗と開通後の影響J(W漢
口日本商工会議所月報J]96号， 1936年)， 1~2頁。

127)林宏「辱漢鉄道の完成に就いてJ(W支那J]28巻3
号， 1937年)， 152頁。

128)上沼前掲論文， 143頁。

て川漢鉄道借款を復活させたとする記述は1叫，

真偽のほどは不明であるが，投資を軸とする欧

米諸国の進出に対する日本側の危倶を十分物語

るものであろう。

以上のことから，イギリスが過去の京漢鉄道

の利権とあわせて，中国を南北に縦貫する経済

動脈を掌握し，さらに幣制改革によって中国を

ポンド・ブロックに加えたことにより r制覇
的優越な地歩JI30) に立ったと認めるとともに，

今後イギリスが同鉄道によって勢力を北上さ

せ，長江流域の商権回復を図ると予想してい

る131)。 他方， 同鉄道の開通が沿線の農産物の

商品化を促すことは認めつつも，中国農業の資

本制的発展をもたらすことなく，イギリス資本

主義にむかつて超過利潤を運搬する役割を担う

ものであると断じ132う 同鉄道のもつ植民地化

作用が強調されてL、る。こうした見解は，中国

の経済建設がいっそう外国への従属を強めてい

く結果をもたらすとし、う認識と軌をーにするも

のであったといえる。

129) r専漢，川漢鉄道と英国の関係J(W東洋J]39巻5
号， 1936年)， 5頁。

130) r事漢鉄道完成J(W天津経済新報J]17巻10号， 1936
年)， 11頁。

131) r専漢鉄道の建設と其の将来J (W南支那及南洋情
報J]6年1号， 1936年)， 8頁。

132)大上末康「支那資本主義と南京政府の統一政策」
(5) (W満州評論J]， 12巻17号， 1937年)， 15頁 ~16
頁。なお， 同論文は中国が半植民地状態から脱し
つつあることを強調した矢内原忠雄の「支那問題
の所在J(W中央公論J]， 1937年2月号)に対する

批判論文であるが(いわゆる中国「統一化」論争
については， wr中国統一化」論争資料集J]， アジ
ア経済研究所， 1971年， に関連論文が収録されて

いる)， この大上論文に対し大村達夫(中西功)

は， 列国資本の「個々について異なった事態を認

め， この編成替のなかに現代の新状勢の特質のひ

とつを見出すJ(r支那社会の基礎的範騰と『統
一』化との交渉J，W満鉄調査月報J]17巻8号，1937
年， 41頁)意義を強調し，列国資本の役割を各国

別に具体的に提起する必要を指摘してしる。その
意味で等漢鉄道が「基本的にはイギリス帝国主義
の支配力の強化の役割を持ち得るとはいへ， その
うちの一つは救図的意義を持ち得るJ(向上論文，
41頁)とみなした点は当時においては画期的な評
価で、あった。
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こうしたイギリス勢力の増大に対し I大

安定勢力を以て自認するj同〉日本は無濁心を

されないというものの，関鉄道関識に伴うイ

ギリス製品の輪出増に対してはγ 包貨排斥運動

の根絶のほか，海品の傭格および品繋を以で

対抗する以外には対策はないことを認めてい

る 13~)。 日本は漢口の中国察当局に対い 辱漢

鉄道の識成を妨害するとの最後通告な発したと

されるがおるう 詳絡は不明である。 結局， 日

にとって専漢鉄道の際還が脅威と感じられたも

のの，産接日本の権益な侵すものではない以

上，特に明確な対銑策が講じられることはなか

ったの勺ある。

(3) 賜逼の影響

最後に，罷識の影響に関する検討に移るが，

前述のように喜善漢鉄道の全通は1936年4月，

業罷始は!司年9月である。理年7月には日中戦

争が勃発し， 1938年10月に武器産，草案が陥議し

てからは，間鉄道はほぼ全線にわたって日

の手に帰している。したがって，符鉄道の会通

以後，中留により運営さFれた期間は2金子ーたらず

であり，平時のそれは1俸にも満たず，その成

果を述べるにはあまりにも殻い期間といえ

ここでは，限られた資料のなかで，前述の目的

の達成度合につき，大まかな鵠勢なとらえるに

とどめておきたい。

まず，開通後の鉄道経営状読について，不十

分ながら日本側の調査に依拠して作成したのが

表8である。これによると全通後の1937年の紫

物輪送震は全議以前の爵段の総計とほとんど変

化がなく， したがって lキ日あたり

かえって減少している。しかし，これには向年

7月に勃発する日中戦争が磐饗していると考え

られるため，あわせて半年ごとの輸送最を妻家出

した。その結果 1月から6月までの輸滋量を

133)前掲 f草李漢鉄滋完或J，11J言。

134) 後湾総太郎 F発成近~.埋葬漢鉄道に就いて」くf東
主主jJ8巻g号， 1935年)， 30頁。

135)“C皐nton-HonkowRailw誌y，Great記stNation-
alist Accomplishment..‘H ・・ "， p. 413. 

みる繰り，鉱室長品は静苦言しているものの，農林

牧潜産品は激増し，工梁・製品についても総験送

量をみる隈り増加な示している。拡産品の停滞

弘治線の資源開発がまだ選んでいないことに

よるものであろう。それに反しφ 農林牧畜産品

の激増は， 1936年の湖南警の豊作が最とたの理由

である 136)。おまけに， 隣接する広東省では同

年ヲ i援に凶作が報告されており 1喜7う 悶品目の

輸送の7割以上カ、制予算，湖北より成州島けであ

ることは同地献の門滑な農巌物移動を物議っ

ている。

これに対し 7月以降は，他の品目が減少す

るなかで，政府用品の輸送が著しい伸びをみぜ

ている O 政府患品の大半は軍需物資であり，

にE左州より北方面に輸送されていることから判

断して，これは欧米からの輸入軍需品と考えら

れる。

要するに，喜多漢鉄道は貨物輸送にみる畿弘

広東守誌の食環不足を請うとともに， 8中戦争開

始後は，梅外からのまえ戦物資の搬入に大さな役

舗を果たしたのである川〉。

次に，開遜による政治的影響についてみてい

こう。政府のソヴィぷト涯に対する包闇討伐

は， 1933年秋にはじまる「第5次爵剃」により

その成果を収め，紅家はいわゆる下長径Jを余

儀なくされる。「第5次期事IIJにおける政府軍

の勝利は rィツ家事顧問毘の援助と共産党内
部の戦術上の毅りがな理由とされるが139う

136) li'外国鉄道議資資料jJll巻1号， 1937年 53J実-54

主主0
137) Parks M. Cobl邑，The Shanghai Capitalists 
and the Nationalist Government， 1927-1937， 
Harvard Univ. Pr邑S5，1980， pp. 229ω230. 

138)旅客の輸送の営幾笑績に関しては， 管;誌の限り不
滋であるが， 喜善程遠鉄道さきぬは収議機を図るため，
旅客滋賃さと他の鉄遂に比べて低く設定するなどの
対策きと霊祭じている (r惨議案鉄滋の湖F弘 湖北， 広
策各省に及ぼす緩済的影響J， W東灘~1O者会4
1937伝 40J変〉。

139)蒋介石はぜ…グト将議事 (Dorotheevon Seeckt) 
の助言ぎにより， 要所にトーチカきど建設しこれた
自動車滋務で迷絡する戦術を採用し， ソグィコユト
区に対する経済封鎖をおこなった。悠方，紅軍は，
f叡ソ派Jの唱えた際地戦方式によワ戦力の消耗
をもたらすなどの戦術上の誤ちをおかした(ヂ聖子
前掲主義， 上， 130頁"'132頁〉。
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〈単依:トン〉表8 ~事淡鉄道全議による貨物輸送量の幾移

(A) 湘害者段 (513.3km)と努漢潟段 (274.3krr誌の貨物総i義援の合計ー

1931浮 137，180: 174.2 345，992: 43き.3 1的，598:253.4 8，496: 1仏81161，80き:205.4 853，075 : 1，悲83.1

193話年 279，781: 355.2 238，27き 302.5 163穿118:207;1 lM，3S2132.dzu，363j253.3 992，き22;1，260.7

1934然変 407， 651: 517.6 184，682; 234.5 129，554: 164.5 105， 134.2 356， 779: 460.0 1，184，348; 1，5寺3.7

1935年度 427，448: 542.7 1 167，619: 212.8 1 125，441: 15ゑ31 57，脇町 73.5 I 267，610 i 33吉.811，046，∞2: 1，328.1 

{獄 事事渓鉄道会i滋後 (1，243.3初心の貨物検送最

1937年 |鐙判おき 81叫ぶ互不日号 94.5 101，310 ! 81.5 1，088，148 : 875.2 

(1ト6FJ)I 209，5201 337.; I除問 311.31 札1制加点
{7月~間)Iω叫182.61119，叫 1匁 01 附 7~則
的 湖南、詩書北より広州向It貨物季最送愛

60，233 iき6.9

41，077: 66.1 

602，523 : 音信号 2

485. 626: 781.2 

{ひ} 広チNより湖南、滋~tf勾け貨物事議送量

主史料) (AJ¥主j荷鉄露奪三支部 f支部交遂統計主義主主(鉄道縁日 176頁-179頁、締結{副主{満鉄)総裁議室弘報諜 f事変下
広東省ニ於ケル経済諸情勢J(空イブfP減、 1938王手、統計の原淡料は不誇)16]'( -.24亥より作成。
注 1) 事事漢磁段の 274.3kmは広チH一線開問 224.2kmiこ広三鉄滋 (48.9知)その他の女達率を含めた数学。同様

iこ灘署事段の 513.3.kmiこは武昌…株l'封筒 415.7切に株斧段 (90.3敗。その他の支線を含めてある。ごj:t;，.、
株事手段は1937年号月の首長畿鉄送金遂に浮い、間路線の一部となったが、ここでは使主主上、 1937f手総延長

銭高監に含めてある。

2) (CXD)の傍線部分は統計には記載されていない。輸送が夜をしないためか、資料の欠如によるものかは

不明?ある。

お おXCXD)の数字は資料iこは過大に表示されているが、これは噸(f、ン)と貫主{キログラム〉の誤械によ

るものとみなし訂正した。

' 上の数字とのよ国交のため、数穫を 2依し、主手間の輸送量に換算した。他討議後である。

紅霊祭が「長笹Jにふみさ?ったのは思夢i襲鉄議の

隷通により西ガへの進路が譲断されるのな恐れ

たためと言われている 140)。 もちろん， 江器ソ

ピエトの消滅をもって，直接，圏内経ーへの前

とみなすことは誤りであるが141う このこと

140)呉粉機前掲誌上， 2哲5頁0

141)周知のよう丸紅燃が?長征」の結果，新たに狭

~tに根拠地を建設するとともに， 日寺介::ri l主~JJ共殺

を継統し，後の西安毒事件を招くことになる。内戦、停

止による…激主主Rは悶民党三中全会(1937若手2月〉

が各地に劉拠していた地方権力の消滅につなが

ったことは否定できない。とりわけ，政舟寧が

「長征j中の紅家主f追撃するなかで?問JII省、の

全復統一と中央化が達成されl認と さらに江西

ソヴィニL ト区が潟滅したことにより，両広は*

()) l'赤禍根絶決議Jを待たなければならなかっ
Tこ。

142)従米よりま立!J11省は，言到}湖をはじめ多くの療関の綴j

革主体綴が続いてきたが， 同地区への紅鎮の進総と

ともに， 南協の筆家安き員会委員長行営よ争参謀図
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央政府との緩街地携を失い，直接，政府軍と対

縛することになったのである。そこで，醗諜裳，

らは「抗日救醤策Jを組織し. 1936年 6

月，先手を打つ形で湖南省に進箪するが143う

していた華北の宗管元が呼応せず，日本か

らの武器の調達が瀧れたため1叫，

よって動員された強大な政府軍のまえに広東空

軍は中央に投賎し，結局，西衛政務繋員会は同

年7月の国民党ニ中全会において解消されるこ

とになり，際済禁は香港に逃れる結果となった

の勺あった。このいわゆる爵広中央化は，

政権に対抗する大殺の勢力の解消であると問時

日本の軍部の西南派に対する反終工作の挫

折を意味していた。こうして1937年 6)jには，

財政部が広東省、の幣制統ーセ断行ずる一方145)

蒋介石はイギジスに対し，呑議と広東の共悶防

衛を提案し，海南禽の防衛を要論するなど146)安

陣地誌の防衛強化を障っていったのである。

最後に，専漢鉄道開通前後の絞済動向につい

て絞れてみたい。ただし，以下に述べる競済動

向の変化には，挙tこ岡鉄道の関連だけでなく，

越の縞要慢もまた影響していることは誘うまで

もない。

にき沿線の工業発援についてはき 日中戦

るまでは特に目立った変化はみられな

い。広東省、の製糸業以 1936年の生糸の菌際槙

格の関援にもかかわらず，生産設は誠少を統

が派議まされ. 1935生F2 fj，窓1];澱を主席として，重
援に問JII省政府が成立した〈潟梼慶 Wgg}11与対日
抗戦ふ 台湾務務向1書館， 1971 生以号交~1O瓦
Rob告rtA. Kapp， Szechwan and the Chinese 
Republi右 :Pro世incialMilitaris例 G持:dCentr・
al Power， 1911~1938， Yale Univ. Pr昔話S，
1973， pp.詰9-105)。

143)呉;綴溺前掲警察，上， 266頁。

144) 丸山毒事総í1~たわれたる記録Jl (後淡機房， 1950 
若手)， 162資~165J室。

145)法務1005eに対し144元の比率によって広策紙幣
を回収し 1938年1汚からは翁内の取引はすべて
法幣によるとされた(飯島緩湾『支滋幣制j論ふ

夜襲関， 1940年， 251頁〉。
146) Steph記nL. Endicott， Dijうlomacyand .Enter-
prise， British China Policy 1933~1937， 
Manchest告に拍75，pp‘138-139. 

表s上海および広州・九議の生糸線上誌の推移

年号

数 量 (主幹{依:ト ν〉

側 争各 〈単位万元〉

け山" D主丹、iおよび九龍からの輸出量も表9に

みるように停滞している 148)。 工場数において

も，無錫では増加鰻向がみられるものの，上

海，広東の減少が著しいH9Jo こうした穏向は，

無錫をはじめとする内盟都では B本製品との

対抗上，大資本もしくは後政府による主主糸統制

が進められ，品賞向上が溜られたのに対し日62，

147) 1933年に2821トンであった生産設が治初年に2224
トジ， 1937年には2080トンに減少している 〈許道
夫編 f中間近代農業生産及重要~統計資料jJ， 上海
人民出版社， 1983年， 270頁， なお1狽=59.7匂

として計繁〉。 しかし， 別の資料によれば， 1936 
年の f広東長芝生糸の価格』主役界的糸僚主主襲撃に伴い
草毒素し， (中韓基) 生3依然産高は前年より四千:笈百
絞を場初したJ(i1民国25年支警告貿易空手線jJ， 大阪
市役所産業部貿易課， 1938年， 73JOとあり，詳
細It不明で、ある。

148)世界恐慌以降込アメリカ市場にかわって， イン

ドへの輸出が激織している

~激増之研究J， 吉広東建設JlflJJi1巻9熱 1933
年、 33頁~38J変〉。

149) 1927年から1936年のあいだに， 上海，広東の製糸
工場数が半減したのに対し 主張錫では逆に増加を

みをきている く奥村「恐慌下江吉野主張糸業の符編J，
10410。

150)問と論文参照。
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(単位:トン)

萩原南京政権の鉄道建設と対外関係(下)

表 10

1985. 6 

% 北湖% 

100.0 45，316 : 100.0 

59.6 26，987 : 

32，821 : 
25，354 : 

140.5 

72.4 

55.9 

144.5 

102.5 

5，442 :， 

7，646 : 

7，863 : 

5，580 : 

4，781 : 

5，341 : 

江初i男6蘇江% 海上号年

100.0 43，871 : 
72，378 : 

66，835 : 

100.0 85，360 :， 

110，302 : 

116，967 ! 

1928 

1930 165.0 

152.3 

129.2 

132.0 

159.4 69，950 : 
68，333 : 

142.6 121，697 : 
100，742 : 

1932 

1934 

43.2 

40.5 

19，566 : 

18，362 : 

87.9 

98.1 

155.8 

167.4 73，435 

118.0 

115.1 98，264 : 
1935 

1936 

% 

1928 17，587: 100.0 27，635 100.0 34，259: 100.0 85，398! 100.0 

15，816: 89.9 1930 26，982 97.6 32，099: 93.7 104，436: 122.3 

1932 22，532: 128.1 33，862 122.5 38，911: 113.6 51，575: 60.4 

1934 14，770 : 84.0 20，259 73.3 34，981: 102.1 72，829 : 85.3 

1935 19，807: 112.6 12，026 43.5 37，233: 108.7 58，952 : 69.0 

23，738: 135.0 9，008 32.6 37，946: 110.8 1936 59，894 : 70.1 

IC日本資本j
上海% % 津天タザ

北
南

河
河

号年

上海市棉紡織工業同業公会簿備会『中国棉紡統計資料~， 47頁~64頁より作成 O

1件=400ポンド(181.4同)として換算。
資料)
注)

(単位:トン〕各鉱産物の港別輸出割合

jJ:: wi%j広州!上海%
九龍!

表 11
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11.81 12282.3 

7.3114994.8: 

20.0114958.7: 

4.61 16348.8: 

1646.0: 

1189.2: 

3754.9: 

792.2: 

66.0: 

1933年

1934年

1935年

1936年 134.2: 

296.0: 3375.2 73.8 0.41 11356.8 1937年

1932年

1933年

1934年

1935年

1936年

1937年

2075.8: 100.0 

5537.5; 100.0 

4706.5: 100.0 

7.~ 7383.~ 100.0 

16.61 7049.9: 100.0 

9.4116517.8: 100.0 

0.4 

0.1 

7.8 

5.6 

569.6: 

1169.2: 

1545.7: 

79.9 

91.6 
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3731. 7: 

1706.1: 
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中級品生産を主とする広東省の場合，蚕糸改良

の点において立ち遅れたことによると考えられ

る151)。 同様に， 綿工業についても，表10をみ

る限り湖北省の生産量の伸びはみられなL、。

151) W広東経済調査報告J] (中支建設資料整備委員会，
1940年)， 28頁。

かし，別の記述によれば， 1935年の紡錘数の増

加分の 9割以上が上海以外の工場における増加

であり，そのなかの民族紡の増加分の大部分は

広東ならびに武漢での増設であったという 152)。

『海関中外貿易統計年刊』各年度版より作成。資料)

152)丁倍「支那棉業最近の発達J(W支那経済建設の全
貌J]， 日本国際協会太平洋潤題調査部， 1937年)，

し
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表 12 広東省のう絞穀輸入室訟の推喜多

l 広東省 i 会中鼠
年号……ァー…一一……ーヶ一一一……一一一一一「一…竹一一…一一…一一一一…

11 議(トン)!百 億絡(機関金〉~百 数 宝章(トン)i % j傾格〈謀議事還金)lp五

1932;pi! 8札 8651 60.41 62，678，057i 61.副 1，3臥弱4izoo-d 101J札縦:100.0 
1933叶 1，026，606! 79ぷ 60，352，告45[ 78.剣 1，295，400:100ぷ 77，340，151! 100.0 

1934引 5札制 65・司 22.鉛8，851: 68.判 771，061! 100.01 33，432，総i100.0 

1935制 約3，9171 38.1: 18，534お73641，288，448110G.0!5o，織活1!100.0 

1936判 2札 622!8s.d lo，520，O438S.4 310，349iloo-oi 礼節6.980!100.0 

3竺竺 15，7竺竺i87.411一一蹴，均 100.01竺円 1竺
燃料) 宮毒装闘賞主事統計年刊』各委F皮版よ号作成。

主主〉 広策径の輸入量および輸入審議は， ilH見広州，九銭，挟北， iIr"まま水，唆州， ~主話器，
震チ詩の~海関空〉総計による。

表13

j二 審事

宇品

ここで、も，表誌に示されているごとく，上海の

民族結が1934年をどーグに議少な続けるなか

で，無錫を中心とした江蘇省の伸びは顕著であ

り，内鐙部における工業発擦の傾向言どうかがう

ことができる。

第三こに，港湾、思輸出量の変化に関しては，大

部分が戦略物資として欧米に輪出されるアンチ

ぞニー，タングステンの場合，表11にみるよう

にき 1937年の広州および九緩からの輸出の増加

?s7頁。

輸出入額の後移 (滋位:1000完〉

!ι竺笠)土竺竺υ竺竺三戸
liI 

しい。これは，それまでの湖南脅から海江

ならびに長立を絞て上海から輪出される経路と

競び，芸事漢鉄遂によって議接，広州へ輸送する

経絡がとられたことによると態われる。他方，

辱漢鉄道の会通により減少が予懇された広東翁

の米穀輸入は，表12をみるj後り，減少額向にあ

るものの， 1937年には逆に増加している。これ

には前年の広東省、の凶作など，イ自の要舗が影饗

しているものと諒われる。

表13の各港7J1jの輪入額の推移に関ら
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表14 中閣の輸出入に占める各国の割合 (%) 

[|呑吉12喜|アメり五!イギリス|ドイツ 1フランス|ソ 連|その他

1929-1931 17.0 26.2 13.8 7.1 2.4 4.7 5.9 22.9 

1933 19.8 16.2 18.5 8.0 3.4 5.3 1.0 27.8 

1934 18.9 15.8 17.6 9.3 3.6 3.9 1.1 29.8 

1935 16.5 14.8 23.7 8.6 5.0 5.1 0.7 25.6 

1936 15.1 15.2 26.4 9.2 5.5 4.3 0.6 23.7 

1937 19.4 10.4 27.6 9.6 8.6 3.9 0.6 19.9 

輸 入

1929-1931 16.1 23.4 19.2 8.6 5.4 1.4 1.5 24.4 

1933 3.6 9.9 21.9 11.3 7.9 1.8 1.6 42.0 

1934 2.9 12.5 26.2 12.0 9.0 2.2 0.8 34.4 

1935 2.2 15.6 18.9 10.6 11.2 1.4 0.8 39.3 

1936 1.9 16.6 19.6 11. 7 15.9 1.9 0.1 32.3 

1937 2.0 16.1 19.8 11. 7 15.3 0.6 0.1 34.4 

資料) W中国近代経済史統計資料選輯~ 65頁， 66頁，ただし1937年は H.G. W. Woodhead， 
ed.， The China Year Book， 1939年版， Shanghai， pp. 35~37。

かなように，上海は1930年代を通じて圧倒的な

地位を保持しつつも， 1937年にはとりわけ輸入

において取扱額の低下がみられ， これに反して

広州が全体に占める比重を高めている。また中

国の輸出入に占める各国の割合についても，表

14に明らかなようt日輸出を中心にアメリカ，

イギリス， ドイツが増大している反面， 日本の

低下が著しい。

以上を総括すれば，従来より上海に集中して

いた経済機能が徐々に内陸部に拡散するととも

に，広東の貿易上の地位は高まり，同時に，欧

米諸国の貿易上の比重の増大をもたらしたと言

うことができる 158)。 もちろん， 1937年の数字

には日中戦争等の諸要因もまた考慮されるべき

であるが，専漢鉄道の建設が，同時期の政府の

奥地を中心とした経済建設ともあいまって，上

述の経済的変化をもたらしたことは明らかであ

153)たとえば，広東が上海に比べてヨーロッパに近い
ことにより， イギリス， ドイツが他国に増して，

専漢鉄道を利用して中国奥地との交易関係を拡大

することに利益を見出したことは想像に難くな
し、。

ろう。

V 建設以後の諸問題

(1) イギリスの借款構想

本稿の最後にあたり，専漢鉄道開通前後の中

国内外の動向とそれらに対する日本の対応につ

いて言及しよう。前述のごとく，専漢鉄道建

設は日英の利害対立を内包していたが， 日英関

係自体は1930年代を通じて悪化せず154〉， とり

わけ大蔵省内部にはチェンパレンに代表される

ように対日宥和論が根強く存在していた。中国

の幣制改革との関連のもとに研究が進められて

いるリース・ロス (SirFrederick Leith-Ross) 

154)イギリスは伝統的に帝国主義国日本に対する親近
感を有しており (木畑洋一 i1930年代におけるイ
ギリスの東アジア認識J(If'日本ファシズムと東ア
ジアjJ， 青木書凪 1977年，所収， 211頁)， 満州
事変の際も， ソヴィエトの脅威に直面する日本に
対する同情論が存在したという (細谷千博「日本
の英米観と戦間期の東アジアJ，細谷千博編『日
英関係史 1917-1949jJ， 東京大学出版会， 1982 
年，所収， 13頁~14頁〉。
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の極東訪揺についても 15.) その背景には極東

の緊張緩和の必要156う および対中関輸出の増

次に対する産業界の期待157) があったと言われ

ている。つまり際爵の夜l前に上海で、発表され

明 (Pres邑 Statement)に明瞭に示されて

いるようにi間， 中富への輸出の第一条件は通

鏡の安定であり，これにより農産物館務は上昇

し，農民の購買力は増大するとともに，

涯を進め新たな鉄道借款なおこなうことが，

地への輸出の増加につながるとしている。した

がって，彼はまず中国の通貨安定のために， お

同による幣銭安定借款を計画し，あわ

せて極東の緊張緩和の~........手段としようとする

が1約九 1935年11ft 中闘が単独で幣苦手j改革告と
断行したことにより，上述の計画が挫折したの

ちは，重点を鉄灘借款に対して日英の語力なf与

ることに移してゆくのである。

155) 日本の研究にはz 聖子沢重量編前掲著書のほか，波多野
滋雄「リース・ロスの緩東訪問と日本一中置幣制
改;較をめぐって…J (W間際政治~ 58号， 1978年)
がある。

156)ナチスの脅威に対するヌド国の紡衝を第一に考察す
る関与塁上， 極東の安全保際の主主j鳴から設本との絞
殺が関られた (Rog告rLouis，. British Strat繍
egy in the Far East 1919【 1939，Oxford， 
1971， pp. 212-213， Endicott， op. cit.， pp. 
52-81)。

157) リース・口スは出発前の2ヶ月間に， シティおよ
びマンチェスタ

と会談をおこない，
せられていた(A.Trot総r，Britai録制idEast 
Asiα1933-1937， Cambridge， 1975， pp. 
148-14号)0

158) Not告sby Sir F. Leith-Ross on his mission 
to Chin九 (Docume鍔tson British ForeIgn 
Policy 1919…1939， Second Seri巴sVo1. XX， 
London， 1984， pp. 1004~1007). 

15き〉ヲ…ス.p スの俊毅構想 ~i以下のとおりである。

まずや閣は銀本位制~'â:'放運きし ポンドと巡絡する
紙幣を発行する。そのために必要な外関為祭礼
臼英雨箆が折半で保証する1∞0万ポンド借款によ
ちまかなれなお，この後款は新問医i借款問によ
る笥~約上二， 織ナN国i;::対して与えられ，満州問はこ
れを， i満州j を失った代後としてゆ鼠に与える
というものである。以上の構想比満州閣の王子校
に法認を与えることにより， 極東の緊張、緩和をは
かる続的をもっていた (Trotter， op. cit.， p. 
150)。

1936年6月上旬 v-ス・戸スはイギザスへ
の途中に日本に立寄り，有田外務大臣に

対して，中器の購資力増進に果たす鉄道の有効

性を説く一方160) 期内外務次官には鉄道建設

に対する日英共間借款を提案し，仮に臼本が腹

按に出設できないのならば， 日本銀行が簿上銀

より融資を受けるかたちで出資することを勧

めておりzm， 馬場大蔵大誌にも共荷借款に対

る可能性を打診している 152)。 それに対し日

本は，政治的生彩セ帯びた路線の建設には反対

とのガ針を韻め1附l}ース・ロスの提案に対

して有問外相は中国の激昂不安定安狸由に異議

る…方闘う ヲ…ス・狩スと綴交のあっ

の磯従軍務局長も，日本が対中際援助

言と歓迎しない理由民南京政権の反日姿勢のた

めで・あると述べ，終介石に対する不債の念をあ

らわしている 16830 潟場蔵恕もまた， 日英両国

のみによる鉄道借款は新西国借款問との関係

上，無現であると述べ， した消極姿勢を示

している 166)0 Vース・冒スは縁関の途中に上

海に立寄った際，若杉代理大使と会霊長し，選貨

の安が得られた以上，対中国輸出の増進は鉄

よって可態となる皆を重おて強調する

がI的 J， 日本領IJの積極的な対応会引き泌すには

溌らぬまま， 6月下旬，イギリスへの帰国の途

につく 1問。

160) 1936年6JHO日付時耳目新開J10
161) i掘内次官『ロース口ス』会談要録J(外務翁記録
A. 2. 1. O. c6 W列国ノ;対支財政援助問題一件心。

162) i潟場大媛大臣:; W9-Apス』氏接見会談要警官民
〈昭務III年6JHO臼)J(外務翁記録 A.2.1.0. C6)。

163) iWリース・口ス』関係怒定質疑応答， 外務翁原
〈外務省記録 A.2. 1. O. C的。

164) Sir R. Clive (Tokyo) to Mr. Eden， No. 167， 
Telegraphic， 1936， 6， 10，くDoc露骨ze持tson 万件
itish Foreign Policy， pp. 868-869). 

165)外務省総 F日本外交年表立立主要文議 (文芸書泣く際
言書溌， 1969生存). …f. 337京。

166)注162)と|時じ。
167) 1936年6J:123日付川越大使発外務大臣宛第481号
定患:;4 (外務省記録 A盗 2.1. O. C6)。

168)しかし， 日笑の共間借款を妨げた賞受大の理療が出
先軍部の芸者北自治工作の進擦にあったことは苦言う

変でもないの とりわけ重要家特殊貿易はや閏海関奴
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しかし，交渉の過程で馬場蔵相が懸念を示し

た新四国借款団との関係について， リース・ロ

スは，借款聞の存在は中国投資を助長するより

もむしろ妨害するものであり 169う しかも長い

こと活動しておらず，その反面，非構成国であ

るドイツおよびベルギーが投資をおこなってい

る点において不合理であり 170) そのため借款

団構成国は投資が有効となるような実際的方法

を協議すべきであると述べるにいたる川〉。 つ

まり， 日本が前述の専漢鉄道借款以来，新四国

借款団との関係を口実として欧米諸国の対中国

投資に反発していくのに対し，イギリスは当時

のドイツの積極的な中国進出に対抗するため

に，借款団の拘束を免れる方策を模索していた

のである。

同時期，第一次大戦により中国のほとんどの

権益を失ったドイツは，政府が長期の輸出信

用を供与する方法により中国投資の増大を図

り1，2) 1934年の斯韻鉄道(玉山一南昌間)に

対する借款の際には，中国の生産物を償還の一

部にあてる方法が採用され173) その後も湘斡

鉄道(株州一貴陽)への借款により，後掲の図

5に明らかなように，その利権鉄道は華南の一

大横断鉄道を形成していた。他方，ライへナウ

将軍 (Waltervon Reichenau)と持介石との

交渉により，中国のタングステン等の戦略物資

とひきかえに 1億元の軍需品の供給がとり決

められるなど1刊， 通商関係も密接となり， 対

入の大幅な減少を招き， 中国政府の財政難をもた
らすとともに， イギリスにとっては，過去の対中
国借款の担保を侵害するだけでなく， 将来の借款
を困難にするものであったからである。磯谷軍務
局長との会談においても， リース・ロスはその多
くを日本の華北政策に対する批判に費している
(W 日本外交年表並主要文書(文書)~，下， 335頁

~337頁〉。
169)注162)と同じ。
170)注161)と同じ。
171)注167)と同じ。
172) Young，。ρ.cit.， p. 367. 
173)グノレト・ブロッホ， 満鉄調査部上海事務所調査室

訳『極東に於ける独逸の権益と政策~ (生活社，
1940年)， 41頁~42頁。

174) Hsi-Huey Liang，“ The Sino-German Conne. 
ction "， (Amsterdam， 1978)， p. 112. 

中国貿易も表14に示されているように輸出入と

もにきわだった伸びをみせている。こうしたド

イツの進出， とりわけ活発な鉄道借款が，イギ

リス産業界だけでなく， リース・ロスに対しで

も強い刺激となったのである 17九

この他， リース・ロスの訪中において注目さ

れるのは西南派に対する接近である。彼は中国

滞在中，広東省を訪問し，陳済業，李宗仁らと

会談を行っているが176う そこでの主な議題は

両広の幣制統一問題， 香港との経済関係の促

進，ならびに等漢鉄道と広九鉄道の接続につい

てであった17九 西南派は黄l甫港の建設を進め

ていることを理由に，両鉄道の接続には反対し

ているが，南京政府は黄捕港の完成がさらに数

年を要するため，国防上の観点から接続に対し

暗黙の承諾を与えたという 1問。 さらにリース

・ロスの帰国後， 彼に随行しそのまま中国に

残ったイングランド銀行のロジャマズ GCyri1

Rogers) も両鉄道の接続問題のために広東を

訪問しており li9う また， 1936年10月，輸出信

用保証局の代表として訪中したカークパトリッ

グ(WilliamKirkpatrick)も広東を訪れ，同省、

の建設事業の進展に驚くとともに，将来の発展

の可能性を確信したといわれる 180)。

以上のように， 1936年末には，中国幣制の安

定と両広の中央化により，イギリスにとって対

中国投資， とりわけ広東省に対する投資の期待

が強まり，新四国借款団の存在が制約と感じら

れるとともに，対日宥和の必要とのあいだのデ

ィレンマに立たされていたのである。そして同

175) Endicott，。ρ.cit.， p. 133. 
176) Leith-Ross， Money Talks: Fifty Years of 
International Finance， London， 1968， pp. 216-
217. 

177) 1936年3月19日付香港水津総領事発外務大臣宛第
14号電(外務省記録 A.2. 1. O. C6)。

178) 1936年3月18日付有田大使発外務大臣宛第200号
電(外務省記録 A. 2. 1. O. C6)。

179) 1936年8月27日付香港水津総領事発外務大臣宛第
119号電(外務省記録A.2. 1. O. C6)。

180) 井村薫雄『欧米の対支経済侵略史~ (山根書房，
1944年)， 409頁。
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持期合契機として，中国が対日戦争の予想のも

とに大規模な豪華済建設計画をすすめていくこと

カらイギザスに対し積機的な対応、を退る結果と

なっていくのである。

(2) 中留の経済建設

南京政権成立以後， 中患の経済建設は数倍

の議関が盤当してきたが181) 政府が本格的に

重工繁建設に着手するのは1935年の資源委員

の設立以後のことである。 同議員会はア

ンチよそニ…， タングステン等の重要輸出

持および輸出会独占することにより資金を捻出

するほか附大規模な外資導入宅どはかり， 1936 

年 3月，総額2億7千万元にのぼる重工業建設

3ヶ年計簡を立案する。表誌がその計開概婆で

あるが，計爾地点の多くが内陸， とくに湖南省

に集中しているのがうかがわれる。たとえば，

製鉄所建設予定地である掲援は，株列、iの西方

の，将来の交還の章容所となるべき地点に位置す

る184)。株州には俊民 レーノレ用鱗材の生産を

目的とした製鉄所建設の提案があるように185う

内産にありながら鉄道の分妓点であり，近隣に

裏
一
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計
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年
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年
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個
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計

業
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重
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表
一

E 

言tlli街地点

(225)日鰍ト

2じ! 錫鰍欽ヱ滞綴の臨 」一 3抑O問万

3 1 童鉄央山の静関語発

4 1 銀事Eの開発， 議長鏑工場の建設

5 鉛および波鉛の締

滋害事(湖隊)， ~善戦il!(安蓄量〉

湘蓮s，茶陵(事模湾〉

長義華町， /た;索く湖北). 松滋(限JID

水口tlj(湖手軽). :1量燥(広至宝)

潟県〈汚濁)，ii話仇天海，護費家il!(広買を〕

g 

9 

10 E議内響詰獲量の主主E主

資料) 君主警察春， 陸在米主主編『中E童数時経済重量殺JI(J二滋， 1940匁) r中国車免除約工業建設J， 20笈~21J変。

181)従来の工芸軍部と農鉱音sの合併により綾立された実
害義務が実業行絞を担当する一応政府穏属機関と

して建設委員会な

れ， 前者が電力および炭訟の開発に従事したのに

対し 後者は:t:に公務建設，綿花改良，重差糸改良

182)吉苦労は1932年十こ設ftされた参謀本総夜属の燭妨設
その任務t才、立三に溺初経済に認す:Q調主主

研究ならびに技術開発であったく療薬等編

近代工業史資料」第3斡，北京三聯欝J託 1961王手
下， 鉛8頁，以下 Dこ多重史資料』と襲警ずる)0

183)向上警察， 下， 838頁0

184)潟毅ulも問様弘南京に返し緑江流域に位絞ず
るものの，Ulに閉まれた織形とLう関防上の理由

により選択されたぽ工業史資料』銘3斡， 下，
814J芝〉。こうした製鉄所の立地は，将来におけ
る対外戦争の第一仮想敵闘は日本J(11中関戦時経
中文建設資料整儀委員会， 1940糸 10亥，

原本は1936匁〉とした当時におし、て， r外敵の攻
警護を避け得ることを {中略)務提となJ
308頁〉すものであった。

185) 11株弁i綱鉄澱基礎計磁案.Jl (ゆ支建設資料主主綴委員
会， 1941年，旗本は前庶華 F繰チli鋼鉄媛初歩計磁
欝ふ 1933年〉。
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豊富な資源を有すると L、う立地条件がこれらの

計画の背景にあった。さらに株州にはイギリス

資本による機関車工場の計画があるほか186う

ドイツの商社「ハプロ」が株州の製鉄所建設の

ために借款契約を締結したとされるなど18円

株州ではその利権鉄道の交差とあいまって，イ

ギリスとドイツの勢力が錯綜する傾向が生じて

いる。以上のように，同時期の経済建設は主に

内陸に力点が置かれ， とりわけ専漢鉄道沿線が

重要視されていたと言える。

他方，号漢鉄道建設以後の鉄道建設計画に関

しては， 1936年3月，鉄道部内に新路建設委員

会が設置され，翌年「鉄道建設5ヶ年計画」が

発表される。この計画は， 建設費9億元を以

て，総延長8，700km，すなわち既設鉄道を上ま

わる距離を以後の5年間で建設するというもの

で，図4がその計画路線rである。これをみる限

り，筆中と華南の連結が重視されている点とと

もに，主事漢鉄道を起点、として奥地相互の連結が

図られている点に，同計画の戦時経済建設の一

環としての性格が認められる。総経費の3分の

2にあたる 6億2千万元は外国資本により，

残額は圏内資本によりまかなうこととされた

が1伺う その主な資金調達方法は， 政府が各機

関出資による鉄路連合公司190) に対して鉄道建

設公債191)を交付し， 公司は同公債を担保に上

海の銀行より工事費を借入するとともに，外国

186) W外国鉄道調査資料~11巻4号， 1937年， 57貰。

187)クルト・ブロッホ前掲書， 42頁。

188) 吾孫子『満支鉄道発達史~， 409頁。

189)前掲「支那の鉄道に関する調査J，64頁。

190)その代表例が「新議鉄路連合公司J(注25)参照〉。
他に，成総鉄道建設の際には中国建設銀公司を中
心に 1)'1黙鉄路公司」が設立され，工事費の供給
にあたっている。

191) 1934年から1936年のあいだに 3期にわたって発行
された。年率は年6分，割引率は年2分である。
とりわけ西南の新線建設を目的とする第三期鉄道
建設公債は総額1億2千万元を3年に分けて発行
するという大規模なもので、あった。他に個別路線
の建設のために「辱省鉄路建設公債J，1京績鉄路
建設公債」が発行されている。

図4 鉄道建設5ヶ年計画主要路線図

相同州既設鉄道(1937年現在)

一司計画路線図

より材料借款を受けるというものであった。そ

して，以前より政府債の引受けを行ってきた銀

行が，従来に比べて低い利子率の鉄道建設公債

に応じたこと出，鉄道投資に対する銀行の期待

の高さを反映したものであると同時に，政府の

銀行に対する支配が最終的に確立したことを意

味していた19九 中国銀行総経理として銀行界

の中枢にあった張公権(嘉激)が1935年末に鉄

道部長に就任したことも，このこととは無関係

ではあるまい。他方，鉄道部は，外国との借款

交渉において，政府公債を担保とする材料借款

を原則としながら，借款団の存在を認めず，各

国間の競争を利用する形で個別交渉を行い， よ

り有利な借款条件の獲得を図っていったのであ

る。

192)なお，上海の銀行家を中心とする実業界が， 上海
の地位の低下をもたらすことが予想される専漢鉄
道建設， ならびにその後の奥地への鉄道建設に対
していかなる認識を抱いたのかについては， 政府
の経済建設と実業界との利害関係を考えるうえで
無視できない論点であると考えるが， 本稿では論
及できなかった。
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(3) 日本の誕立

ヲ…ス.p スの極東訪問は， 日本との共同借

款という当初のお的をき建現せずにおわったが，

彼は滞間後の設府への報督のなかで，依然とし

イギリスの窯易拡大のためには鉄道借款が

必擦であること，そのためには借款聞の拘束な

逃れるべきであることをぞり返し強調してい

る明〉。 リース・ロスはさらに， 新聞揮常款問

構成懸の的に，ベルギー， ドイツ，中閣の各銀

行語を含めた額際借款掻を絡成し，これを新規

鉄道公費の引受鵠体とする計闘をたてる

イギりス政府はアデ 4スに対し急この計揺を日

本に打診する機擦を与えるなど1判， この持潮

に漂っても，イギジス側は日本との共陪歩調を

鷺損している。

また， 民本1ilU1J:" "1ぎ悶茂監英大使がイギリス

外務省に対し， 日英友好に関する3主主撃を提出
し，中閣の秩序回復，資源隣発のための財政的，

政治的援助の必饗性を強調し， 尽英協力による

鉄道葉態設設を捷鴨す之る3などの対英協3甥潟の動3き7をみ
せている 19悶5% こうした日本仮側1の姿勢は， 1937 

年1月に謀関内関が総辞職し，翌月，林内障の

もとに控藤尚武が外務大Eむこ就をし， r控藤外
交jと呼ばれる持霞との協議路線が示されるこ

とにより明確となった196)。対中調政策も，

の立ち場におし、て，平和の交渉によって国交

を議整し隠密閉利害の衝突きど援和J.197) ずる

ことをその外受方針に掲げて軍部の華北進出を

持え， 主主梁界も投資および輪出の拡大を交渉

193) Recomm己主ldationsmade by Sir F. Leith-Ross 
as a result of his financialmission to China， 
1936， 9， 4， (Docu倒 6鈍ts0鈍 BritishForeign 
Policy， pp. 957-958). 

H，4) Endicott， ojう.cit.， pp. 134-135. 
195) Mr. Eden to Sir fふCliv巴 (Tokyo)，No. 232， 
Teleg主義phic，1936， 10， 31， (Documents on Br. 
itish Foreign Policy， pp. 988-990). 

196)佐藤葬外交については， 臼井勝美 f佼藤外交と日中
関係~1937年 3 万一 5 月-J (入江臨 手言霊聖火綴

F事え潤期の箆立与外交jJ，J支京大学出版会， 1984朱
所収)を参照。

197)佐藤尚武『問額八十年jJ(持率通信社， 1963年)，

358貰。

によって実現することを目的に党五訪中使節

閉128)を派遣している。 結局， この使節団は，

日本側の威E史的な態麗と中属候tlの強硬な抗日

より，経済提携としての成果をあげること

ができなかったものの2991 鉄道投資照題に関

しては，会談内容からみる賎民中国側の柔軟

姿勢がうかがわれる。

たとえば，張公権鉄道部長との会談の醸札

援が，鉄道建設は南方で順欝に進行しているの

に対し華北では政治問鐙のために進捗していな

いと鴻べたのに対し，使館関は自発的に議東地

阪の欝輸防止に努力するのとひきかえ

の調整〈低減)言t要論するが，張はこれにつ

いて賛意を示している 20針。 また， 中際繋易協

会会長である周作民は児玉との会談の擦に，政

治ょの好転とともに日中共同のシンジケートを

組織し}鉄道，築器等の大議事業の経費をおこな

うことを提案している 26220 躍も周もともに日

本蘭学経験なもつ知日掛マ?あると問符に銀行支

配人としての経療を有し2s2う その限りで葉東

特殊貿易などの影響を被っていた鞍綴資本家な

どとは対日感情の搬において異なっていたこと

うまでもない。しかし，その授らでき

政治問題の解決を獄中経済提携の前提と考えて

いることからもわかるように，当時，華北に対

する日本の軍事的圧力が強まるにつれ203己 中

間の主主日気逮は高まり， このことが両閣の経済

提携を挺難にしていたことは谷定できなし、

198)間使節団は日中縦僚の経済提携機関であるや国繁
易協会の招待により， 児玉謙次機浜IE金銀行頭取
を団炎に， 対中国輸出に関係する主善悪な財界人を
*心に絵成された。

199)松ヨド俊郎「幣制改卒期の段中経淡関係一実態と政
策J(野沢建設編前主義幾所収)， 314賞~315]室。

200)児玉謙次 11*/巡回想録jJ (沼ヌド週報社， 1952年λ
163頁。

201)向上意 169頁0
202)席作氏は金城主義行経理主の経控室含有するの

203) 問時期の 13*の牽北緩済進出~潟しては， 小林笑
火灯火災亜共栄爵jの形成と崩壊』
見 1975年〉第2編第4本中村縫笑『戦時日本
の華北経済支配jJ (r.u}l/出版社， 1983年〉第1章
合参照のこと。
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しかし， 日本側も南京政府との直接交渉にど

れだけの重きを置いていたのかについては疑わ

しい。たとえば，同時期に日本は，翼察政務委

員会主席の宋哲元とのあいだに津石鉄道(天

津一石家荘)と謬済鉄道延長線(図5参照)に

対する借款交渉を行い，前者については建設工

事請負契約を締結している捌〉。 これらの路線

は，前者が山西省、の石炭をはじめとする資源開

発を目的とし205う後者は1937年に完了する腰済

鉄道国庫証券の償還以後にわたって，同鉄道の

支配を維持するための手段とされたように206九

日本の華北経済支配を強化する側面を持ってい

た20九 こうした地方政権との交渉は， 南京政

権の対日姿勢をいっそう硬化させる要因となっ

たのである。鉄道部は津石鉄道に対しては，そ

の路線が津浦鉄道(天津ー浦口)と並行するこ

と， またi倉石鉄道 G創刊一石家荘)の路基が築

造されていることを理由に建設の必要を認め

ず2附， 日本との予備交渉が成立していた翼察

側を調印拒絶に追い込んでいる 20め。 同様に，

謬済鉄道延長線についても，鉄道部はいったん

認可するものの210〉， 謬済鉄道当局が工事を延

期するなかで211) 1937年4月， 鉄道部長の声

明により}圏内資本のみによる建設が決定され

ている 212)。

以上のような中国の抗日姿勢は，イギリスへ

204) 日本銀行調査局「支那に於ける鉄道並に鉄道借
款J(1937年)， 122頁。

205) W外国鉄道調査資料J]10巻5号， 1936朱 103頁。
206)疋田前掲論文， 345頁。

207)胡適も北京の日本軍機関員との会談において，津

石鉄道は「日本の軍事的に資源的に山西省に侵入
する準備行為だと看倣します。第一こんな政治的

に不安定な地帯に日本の資本家が投資すると思い

ません。」 と述べている (1937年5月17日付北平
陸軍機関発北機特第21号， 外務省記録 F. 1. 9. 
2. 24， W治石(治泊，岐石)鉄道関係一件J])。

却8)1937年4月30日付『新聞報J] (外務省記録 F. 1. 
9.2. 24)。

209)中村前掲書， 79頁。

210) W支那時報J]25巻1号， 1936年， 79頁~80頁。

211) W外国鉄道調査資料J]11巻1号， 1937年， 53頁。
212)“Railway Strategy in China， New Style "， Far 
Eastern Survey， Vol. 6， No. 15， 1937， p. 172. 

の対応にもあらわれ、る，ことになった。先のリー

ス・ロスの国際借款団構想をうけて，アディス

が新規鉄道借款供与を中国側に打診したのに対

し中国側は， 日本を含んだ借款団とは交渉をお

こなわない旨を明らかにし213) さらに長江以

南の計画路線をイギリスが単独で引き受けるよ

うに要請し，イギリスが応じない場合には他国

と交渉すると述べるに至る 2叫。 こうした中国

側の強硬姿勢に対し，イギリスはついに借款を

日英協力問題からきり離し，単独借款を進めて

い《方向に転換し215) 新四国借款団に対して

は，単独借款実現のために他の構成国に対し借

款への参加権の放棄を説得し，さらに，借款団

それ自体の解散を訴えたのである 2川。

結局，イギリスの単独借款は新四国借款団の

会合において認められ，孔祥照財政部長が渡英

し，鉄道借款の大幅増額を要求したこともあ

り， 1937年 7月から 8月にかけて広梅鉄道(広

東一梅県)および浦裏鉄道(浦口一信陽)への

大型借款が成立したので、ある。広東に対する投

資についても，広東省営製鉄所への借款計画を

はじめ，広東省内の鉄道建設と海南島開発のた

めの 1億元の借款が交渉されるとともに217)

1937年 1月には，念願の専漢鉄道と広九鉄道の

接続が，専漢鉄道側の支線建設というかたちで

工事が開始されている 21九

213) Dorothy Borg， The United States and the 
Far Eastern Crisis of 1933-1938， Cambri-
dge， 1964， p. 267. 

214) Endicott， 0ρ. cit.， p. 138. 
215)木畑洋一「リース=ロス使節団と英中関係J(野
沢編前掲書所収)， 222頁。

216)同上「日中戦争前夜におけるイギリスの対日政

策J(W東京外国語大学論集J]， 29号， 1979年)，
186頁。借款囲内部の各国間の動向については，
三谷太一郎「国際金融資本とアジアの戦争ー終末

期における対中四国借款団J(近代日本研究会編
『近代日本と東アジアJ]， 1980年，所収)， 1臼55頁。

217)“Revi抗tal日izingBritish Int巴rest in China" 
Fαr Easter:門nSurvey， Vol. 6， No. 13， 1937， p. 
141. 

218) Chang Kia-Ngau， China's Struggle for 
Railroad Development， New York， 1943， pp. 
184-185. なお， 工事完成は日中戦争勃発直後の
1937年8月である。
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表 16 新設鉄道に対する借款 (1934年一1937年)

鉄道名 契約金額冗に換算) 締約期日 契約当事者 工事進捗状況

① 
湖績鉄道

800万(元) 1934. 5 
(独)オソトー

1935年12月完成
(玉南段) ウォル7

② 
減額鉄道

1，000万(元) 1936. 5 ウ(独ォ)オットー 1937年9月完成
(南洋段) ル7

③ 濯杭雨鉄道 110万(ポンド): (1，823万) 1936. 5 (英)中英公司 1937年11月完成

④ 湘斡鉄道 3，000万(元) 1936. 11 (ン独ン)ドイツシ 株争外の|た藍め軌間道開通を後除去、B中戦ケート

⑤ 成織鉄道 3，450万(元) 1936. 12 銀(仏行)団フランス 1938年4後月、 重事慶中一内江間完成、以工 断

⑥ 京績鉄道 90万(ポンド): (1，491万) 1936. 12 (英)香上銀行 争工事の開た始め破後壊まもなく日中戦

⑦ 宝成鉄道 4億 (ベルギー)i ( 1937. 1 鉄(白道)電ベ車ル公ギ司ー 日中戦争のため建設されず5，000万フラμ (5，057万)

⑧ 広梅鉄道 300万(ポンド): (4，971万) 1937. 7 (英)中英公司 日中戦争のため建設されず

⑨ j甫裏鉄道 400万(ポンド): (6，628万) 1937. 8 (英)中英公司 日中戦争のため建設されず

⑩ 貴昆鉄道 400万(ポンド): (6，628万) 最は終至契ら約ずに 銀(仏行)団7ランス

⑪ 貴梅鉄道

)…ンド):(一万) 締結されず (英) 一一

⑫ 三梧鉄道

資料 Chang，op. cit.， pp. 96-148， 東亜研究所『諸外国の対支投資j(中) (1943年)第4古1I、満鉄調査部『支

那抗戦力調査報告j(1940年、復刻、三一書房、 1970年)、 230頁-236頁より作成。

こうして，図5ならびに表16にみるように，

イギリスの借款鉄道が，交渉中のものを含める

ならば，南京と華南を結ぶ一大路線を形成して

いるのに対し， ドイツ，フランスもまた，西南

諸省への勢力拡大を図っている。日本との対立

を恐れ，消極的な中国政策に徹したアイリカ

も219) 輸出入銀行による与漢鉄道への機関車

購入借款をきっかけに，中国投資に参入する動

きをみせている220)。 表17はこの時期の各国別

の鉄道借款総額である。イギリスの活発な投資

に比べて， 日本はほとんど投資をなし得ず221) 

L 、かに中国側が借款交渉にあたって日本を除

外して進めていったかがうかがわれる。たとえ

219)入江昭『米中関係史Jl(サイマノレ出版会， 1971年)，
68頁。

220) Borg， 0ρ. cit.， p. 266. 
221) 1936年に， 目立製作所，川崎車両等が，向蒲鉄道
に対して50万元の材料借款を締結したとされる
が，その重要性は小さい(前掲『日本の対支投資』

上， 491頁〉。

表17 各国別鉄道借款総額(1934-1937)
(単位:万元)

¥ 
契約締結契約締結 交渉中に

後， 日中 日中戦争
後供与が 戦争によ が開始さ

れ契約に 計
開始され り供与さ は至らな

れなかっ かっ7こも
たもの たもの罷 の

イギリス 13，256 30，325 
フランス 3，4501 6，629 10，079 
ドイ ツ 4，8001 1，638 6，438 
ベルギー 5，057 一 5，057 
アメリカ 1，553 1，553 

チェコスロ 462 一 462 バキア

計 ||弘田31 2間同日高611 53，914 
資料) Chang， 0ρ. cit.， pp. 140-149，より作成。
注) 新規鉄道に対する借款と既設鉄道に対する借

款の両方を含む。

222) 21ヶ条要求第5号第5項には南昌一潮チ1'1間の敷設
権の要求があるほか， 第6項では福建省の鉄道等
に外国資本を要する場合には最初に日本に協議す

べきことを要求している。
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図5 各国別借款鉄道(1934年~1937年〕路線図

σ 
※路線の数字は表16の番号と対応する

ば，将来，福建省への延長が予想される広梅鉄

道の場合， 日本が過去の21ヶ条要求を根拠に参

加要求する恐れがあるため222) 鉄道部は，広

東省政府が鉄道建設を担当し，イギリスおよび

南京政府がこれに投資するという方法を採用し

ている 223)。実際に， 日本は新四国借款聞の一

員として広州市長に対し参加を要求するが，中

国側は資金の充足を理由にこれを拒絶してい

る224)。

以上のように， 日本は中国側の強硬な対日姿

勢のまえに，日中経済提携の実を結ぶことな

く，地方政権とのあいだの鉄道借款交渉も挫折

するなかで，謹溝橋事件をむかえるのである。

223) Chang， op. cit.， pp. 122-123.同様に，華北の治
石鉄道も， 形式上は糞察政務委員会による独自の
建設とし， 資金は北寧鉄道借款のイギリスへの返
済を繰延べてこれをあて (前掲『支那に於ける鉄
道並に鉄道借款Jl 122頁~123頁)， 黄梅鉄道， 三
橋鉄道の場合も， 新四国借款団からの反対を封じ
Qために， 過去の寧湘鉄道(南京一長沙)借款の
改訂としづ形式をとっている (Chang，。ρ.cit.， 
p. 132)。

224) Ibid.. p. 125. 

おわりに

本稿では， 男子漢鉄道建設をめぐる列国， とり

わけ日本の動きを考察してきた。もちろん，一

鉄道の建設過程から中国をめぐる国際関係全般

に言及することはひかえなければならないが，

専漢鉄道の利権獲得がそのまま長江以南の勢力

圏獲得につながると言ってよいほど重要なもの

であったことは否定できなし、。その意味で，同

鉄道が当初より各国の利権争奪の場になったこ

とは当然で、あり， 日本がそこに参入できなかっ

たことは，そのまま日本の国際的地位を反映し

たものであった。

しかし，南京政権が成立し，同鉄道が経済建

設の基幹としての役割を担う一方，外国借款が

鉄道利権の獲得を伴わない材料借款へと変化す

るにつれ， 日本は産業基盤の脆弱性にもより，

未償還借款問題，および新四国借款団との関係

を理由に鉄道借款に反対の立場を示すようにな

る。これは， 日本の将来の同盟国たるドイツが

列国の対中国投資の口火を切ったのとはまさに

対照的なことであった。

それに反し，南京政権期の中国は，もはや単

なる分割の対象としての客体ではあり得なかっ

た。専漢鉄道は，園内統一と経済発展の有力な

武器としてその力を発揮し，他方， 日本の華北

への経済進出は，中国の抗日姿勢を強めるとと

もに，将来の対日戦を想定した経済建設を欧米

諸国の援助のもとに進める結果につながったの

である。したがって，この時期において日本が中

国との経済提携路線を打ち出したとしても，政

治問題に対する大幅な譲歩なくしては，実現性

に乏しいものであったことは言うまでもなし、。

こうして， 対日宥和を模索し続けたイギリ

ス，同様に対日協調のために借款団の維持に固

執したアメリカの意図にかかわらず， 日本は中

国とし、ぅ舞台においてますます孤立に追い込ま

れることになり，以後，軍事力を背景として資

源収奪に力点を置くことにより， 日満経済ブロ

ックの華北への拡大を図ることが日本の唯一の

残された道となったのである。



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: カット 右 周囲 595.28 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20071009210325
       595.2756
       a5
       Blank
       419.5276
          

     Tall
     1
     0
     No
     511
     265
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     Smaller
     595.2756
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     18
     19
     18
     19
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 7.165 x 10.118 インチ / 182.0 x 257.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20071020141432
       728.5039
       b5
       Blank
       515.9055
          

     Tall
     1
     0
     No
     511
     265
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     19.8425
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     19
     18
     19
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 7.165 x 10.118 インチ / 182.0 x 257.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20071026192208
       728.5039
       b5
       Blank
       515.9055
          

     Tall
     1
     0
     No
     511
     265
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     595.2756
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     19
     18
     19
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



